第２号様式（第５、第１０関係）

令和８年度デジタル情報等を活用した新たな森づくりチャレンジ実証事業
実施計画（又は報告）書

１　事業を実施する個人又は団体の概要　　
	個人又は団体の
名　称
	
　　　　　　　　　　  
	起業又は設立年月日
　　年　　月

	団体の代表者
※個人は記入不要
	
                      
	組織人数
　　　　名

	所在地等連絡先
	住所（〒　　　－　　　　）


	
	TEL                             FAX



２　事業計画（報告）の概要
（１）内容　　
	事業計画名
	

	事業の目的
	

	事業場所
	※場所が分かる図面を添付すること

	事業実施前の状況
	※現状の課題、数値等を踏まえて、今回の取組みの必要性を具体的な事例を用いて記載する。

	事業の内容、方法等

	ア 導入する機械等の内容
	※導入機械等の名称や仕様、購入先等を記載する。

	イ 実施方法
	※導入機械等を用いてどのような森林整備、森林経営(調査)等を実施し、どのような点が“新しい森づくり”なのか記載する。

	ウ 事業スケジュール
	※機械等の納入・支払時期や、導入した機械等の活用時期を記載する。

	エ 導入効果
	※導入機械等によりどのような効果（低コスト化・省力化・効率化等）が得られることを想定するか記載する。

	オ 事業後の取組予定
	※事業実施後に導入機械等を活用してどのような取組を実施していくか記載する。

	カ 地域への波及効果
	※今回の補助事業により申請者だけではなく、地域社会や他林業会社等にどのような波及効果があるか、どのように普及していくか、記載する。

	連携先
	※申請者が所有する森林以外で事業を実施する場合は森林所有者名や実施の同意取得日、事業の一部を委託する場合は委託先名や委託内容等、他社と連携して取り組む場合は、その内容を記載する。

	事業実施後の目標
	※事業実施による数値目標等を記載する。


　　※１　事業の内容、実施方法等の分かりやすい資料があれば添付すること。
　　※２　再造林等の森林整備を行った場合は、実施箇所の施行前・完了写真を添付すること。
　　※３　事業実施報告書においては、取組の実績・効果についても記載する。


（２）事業実施に要する資金の調達計画（又は実績）　　
	区　　分
	調　達　先
	金　額（円）
	備　　考

	自　己　資　金
	
	
	

	助成金
本事業で得ようとする補助金額
	青　森　県
	
	

	その他借入金等
	
	
	

	合　　計
	
	


　　※資金の調達実績が、調達計画と異なる場合は、異なる部分を２段書にし、変更前を上段に括弧書きすること。

（３）事業予定（又は実績）額の内訳　
	区　分
	内　容
	単価（円）
	数　量
	計（円）

	①機械導入費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　計
	

	②ソフトウェア導入費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　計
	

	③新技術・新製品開発費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　計
	

	④効率的な森林整備・森林経営を実施するための経費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　計
	

	⑤その他の経費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　計
	

	合　　計
	


　※１　単価、金額は消費税込の金額を記入すること。
　※２　欄が足りない場合は適宜追加すること。
　※３　事業実施額が事業予定額と異なる場合は、異なる部分を２段書にし、変更前を上段に括弧書すること。
　※４　各区分ごとに、軽微な経費を除き見積書を添付すること。なお、機械導入及びソフトウェア導入は型式が分かるカタログ等と見積書の添付を必須とする。
（４）収支予算（又は精算）
①収入の部　　
	区　分
	予算（又は精算）額（円）
	備　考

	県補助金

自己資金

そ の 他
	
	

	合　計
	
	


　　※備考欄には、「自己資金」については調達方法又は制度資金等を利用する場合の資金名・額等を、「その他」についてはその内容を、具体的に記載すること。

②支出の部　　
	区　分
	予算（又は精算）額（円）
	負担区分
	備　考

	
	
	県補助金
（円）
	自己資金
（円）
	その他
（円）
	

	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	


　　※区分欄には、別表「補助対象経費の項目を記載すること。

３　補助事業完了（予定）年月日　　　　　　　年　　月　　日

